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ソーセージテクニックの Urban 氏による骨造成の
最新テクニックが余すことなく披露されている必読の 1 冊
Urban 氏の前著『垂直的および水平的歯槽堤増大術』はこれまで 12か国語に翻訳
され、水平的骨造成のソーセージテクニックを用いたGBR（骨再生誘導）が世界中
で実践されるようになった。本書は第一弾をふまえ、垂直的骨造成を達成するための
“安全に減張された伸展フラップ（extended safety flap）”の詳細、さらには軟組
織造成についても 10章にわたって大きなリアル写真で解説している。ついに、硬・
軟組織マネジメントの最高峰がここに完成を迎える！

第一弾も必読 !! 
ぜひあわせてご購入ください！

垂直的および水平的歯槽堤増大術
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サイナスリカバリーのための
アイランドテクニック

② 全層弁の唇側面観と、歯槽頂部および
近心部の欠損位置を確認。小型のサイナス
キュレットを用いて、近心歯槽頂の隅角か
ら上顎洞粘膜の挙上を開始する。

④ ミニミーを使用して、軟組織下に存在
した骨表層部が全周にわたって露出した状
態の唇側面観。骨が全周にわたり露出して
いることに注目してほしい。

① 頬側骨欠損の近心隅角部を確認するた
めに、全層弁の挙上を開始する。

③ 最後のステップは、欠損部上方の隅角
部へのアプローチである。メスを使用して
組織を骨の近傍まで切開を加える。

⑤ 完成したアイランド（軟組織上顎洞粘膜複合体）の唇側面観。最終的に
頬側骨欠損部は隔離され、骨膜下層には上顎洞粘膜が付着しており穿孔は認
められない。健全な骨が完全に露出している。

サジタルサンドウィッチテクニックを用いた
上顎洞底挙上術

④ 自家骨層の側方部に、最終層として使用される ABBM を充填する。

① リモートフラップで全層弁を剥離・挙
上し、上顎臼歯部の骨表面を露出させる。
上顎洞側壁にラテラルウィンドウを形成
し、トラップドアで開窓を行う。

③ 無機質ウシ骨由来ミネラル（ABBM）
を上顎洞の内側壁から充填していく。

② 上顎洞粘膜は適切な垂直的高さを確保
できるまで注意深く挙上する。上顎洞粘膜
の挙上は、開窓部の前下方隅角から開始す
る。

⑤ 上顎洞側壁開窓部を保護するために、
吸収性の天然コラーゲンメンブレンで被覆
し、フラップを単純断続縫合と連続懸垂縫
合で縫合する。
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BMP-2 を注入したコラーゲンメンブレン使用の
ラザニアテクニック

⑤ 9 か月後の順調に治癒している歯槽頂の唇側面観。

④ 移植片を固定するために、有孔質の高密
度ポリテトラフルオロエチレン（d-PTFE）
メンブレンを使用した。

② 自家骨と ABBM を 1：1 の比率で混合
し、使用した。

③ BMP-2 を注入したコラーゲンメンブレ
ンを移植片の上に重ねた（ラザニアテク
ニック）。

① 進行した垂直性骨欠損の唇側面観。安
全に減張された伸展フラップ（extended 
safety flap）にて術式を進める。

ミニソーセージテクニックを応用した
二次的な骨移植

①② インプラントを埋入し、ファイナルアバットメントを締結した際の咬合面観およ
び頬側面観。

③④ インプラントネック部にはミニソーセージテクニックを応用し、二次的な骨移植
を行った。

⑤ 天然コラーゲンメンブレンを固定した際の咬合面観。
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